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い。例えば、自由市 の一つとし 自由貿易があるが、世界銀行アドバイザーであるコリアー教授は、貿易は底辺 人々の暮らしをますます天然資源依存型にし、もっ貧しくさせてしまうと主張している。またサックス教授は、世界中の約一〇億の貧困層は貧困すぎて経済発展をする足がかりもなく、自由市場の活用など時期尚早だと論じ、援助を注入 世界が共同して貧困削減を進めていかなければならな と主張している。上述のコリアー教授も、貧困の罠を打ち破ることは途上国自身の努力で達成す
ることは困難であり、Ｇ８諸国がアクションを取ることが重要であると主張している。
　また、ＩＭＦ（国際通貨基金）や世界銀













残念ながらそれ 成功したという証拠はない。もし援助 成功していたら、今、サックス教授やコリアー教授が、援助やＧ８諸国の更なるビッグ・プッシュの必要性を訴えるはずがない。また、過去四二年間に援助受入額が多かった上位四分の一の国々のＧＤＰの成長率は、四二年間でわずか一六％であり、一人あたり所得の伸びは年率たったの〇 ・四％だ。アフリカには多くの援助がつぎ込まれてきたが、アフ カの人々の生活水準はまったく向上していない。
援助はうまく機能してこなかったのだ。
　歴史的にみると、経済成
長は、貧しい国でも豊かな国でも同様に起きていることがわかる。そ て、自由市場を採用している国は豊かな国でも貧し 国でも高い成長率 記録 ている。例えば、インドや中国 貧しい国だが、自由化を進め貧困の罠から速やかに抜け出て、豊かな国に追いつきつつある。つまり、貧しい国にとっ も、市場によって成長を牽引する方が、援助による貧困削減よりも
ずっと希望が持てる方法なのだ。
　これまでにもＭＤＧｓと似たような目標




成長が達成できると約束しすぎてきた。そして反対者たちは、それが達成できなかった時に、やはり自由市場では駄目だったといって批判してき 。しかし、自由市場によって速やかに成長が達成されるというは誤解である。自由市場の成果は長期的なものであり、短期的な動きは変動す ものだ。ただ、長期的には、自由主義を導入することで安定的に所得を向上させることができるのであり それは低所得国でも高所得国でも同じ ある。世界銀行の構造調整
プログラムでは、自由市場によって経済が強力に成長すると主張したが、そのような成長は起こらなかった。旧ソ連諸国に対しては、自由市場を導入することで成長がもたらされると約束したが、移行期に大きな困難に直面してしまった。つまり、自由市場を提唱する人々が、急速 成長を約束しすぎたため 、反対者たちの攻撃を招いてしまったのである。
　自由市場の考えが人気がないのは、自由
市場による成長が、予測不可能で 不均等で、漸進的なためでもある。一方、援助などの非 的解決策は、予測可能で均等かつ急速な結果を約束している。実際には援助によって「予測可能で均等かつ急速な結果」が達成されたという歴史的証拠はないが、人々は、予測不可能だが成功しそうなものよりも、成功し くても安心感を与えてくれるものを好みがちだ。●経済成長は予測不可能な の
　世界各国の経済学者たちが、どうしたら
















































































































































なものだ。輸出を見ても、わずかな数の大ヒット商品が大成功を収めている。三〇〇〇の製造品 品目のうち、トップ３が全輸出額 三四 ・七％を占めている。そしてそのトップ３が何になるのかは誰も予測することはできない。大ヒットというのは予測できないのである。フィリピンでは半導体がヒットしており、世界で 一％のシェアを占め、フィリピン 部門全体の輸出額の三三％を占め いる。またエジプトは、浴室用の陶製タイルが製造品輸出の三〇％を占めており、その九三％がイタリアに輸出されている。これらの商品が大ヒットになるとは、誰も かったことだ。ハリウッドでも、何 映画になるのかは分からない。スターウォーズも、多くのスタジオがそ 脚本を却下したが、結果的には大ヒットし、ハリウッドの歴史を飾るような成功作品となった。これと同様、経済の分野でも何が成功するのかは予測できないのである。
　この大ヒットの存在によって、所得の分





































































































































































































































けではなく、非常に不確実で、予測するともできない。しかし、 「誰も何もわかっていない」という状況では、自由市場が最適な答えなのである ノーベル経済学賞を受賞したハイエク 、 こう述べている。 「異なる見解を持つ人々が交流することで思想は発展していく。どの見解が思想の発展をもたらすのか我々は知ることができないため、思想がどう発展していくのかは予測不可能である。進歩を『計画』しようとすること自体矛盾である」 。これこそが、自由市場の本質 計画的に実現しようとすると、かえって失敗して まう。ハイエクは自由主義を個人主義とも呼んでいるが、個人主義は 社会全体を一つの方向に「進歩」させようとする考え方、社会の全体的な方向性を決めることができ という知的傲慢さとは対極 、謙虚な態度であるとも言っている。予測できない 的な進歩のために援助をしようとしても成功しないのだ。しかし、予測できない自由市
場を促進することで、長期的な成功がもたらされるのである。
　確かに、援助にも、病気の人を治したり、
教育を受けていない人を教育したり、飢えている人に食べ物を与えたり、プラスの役割があると思う。しかし、援助が、自由市場で民間企業が要求されている説明責任を同様に果たせ のであれば、もっと効果が上がるの はな だろうか。自由市場においては、説明責任を果さない企業は、市場からの退出を余儀なくされる。しかし、援助の場合は、病気の人を治せなくても、教育を十分に与えられなくても、それで制裁をうけるということはない。援助に一定の役割があるのは確かだ 、貧困を くすことはできないというのが私の結論である。●結論
　市場は予測が不可能であり、不均等で、
漸進的、不確実なものだが、援助は効果がゼロである。それに比べれば、自由市場長期的には効果がある。それを考えると、大がかりな官僚制度を導入して援助を行よりも、自由市場を促進させた方 まだ希望が持てる。自由市場、資本主義とい のは、貧困削減にとって 最悪の方法か しれないが、これまで試みられた他の方法よりは、ましな方法だということだ
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図４　経済自由度指標と１人当たり所得の関係（2002年）
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図５　規制からの自由度と１人当たり製造品輸出額（2002年）
